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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第２区分
【発行日】令和1年12月5日(2019.12.5)

【公表番号】特表2018-533436(P2018-533436A)
【公表日】平成30年11月15日(2018.11.15)
【年通号数】公開・登録公報2018-044
【出願番号】特願2018-524834(P2018-524834)
【国際特許分類】
   Ａ６１Ｍ  27/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６１Ｍ   27/00     　　　　

【手続補正書】
【提出日】令和1年10月25日(2019.10.25)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　組織部位に治療を施すためのシステムにおいて、前記システムは：
　光センサーと；
　運動センサーと；
　陰圧源を含む療法ユニットと；
　前記陰圧源、前記光センサー、および前記運動センサーに通信式に結合されたコントロ
ーラであって：
　　前記光センサーから、周辺光を示す第１の信号を受信し、
　　前記運動センサーから、活動を示す第２の信号を受信し、
　　前記第１の信号および前記第２の信号に基づいて警告を起動し、および
　　前記第１の信号および前記第２の信号に基づいて警告閾値を調整する
ように構成されたコントローラと
を含むことを特徴とする、システム。
【請求項２】
　請求項１に記載のシステムにおいて、前記コントローラが、さらに、前記第２の信号に
基づいて活動休止期間の回数を決定するように構成されていることを特徴とする、システ
ム。
【請求項３】
　請求項２に記載のシステムにおいて、前記第１の信号が光閾値を上回り、前記第２の信
号が活動閾値を下回り、および活動休止期間の回数が目標回数を下回る場合、前記警告が
起動されることを特徴とする、システム。
【請求項４】
　請求項２に記載のシステムにおいて、活動休止期間の回数が目標回数を上回る場合、前
記警告が起動されることを特徴とする、システム。
【請求項５】
　請求項２に記載のシステムにおいて、
　前記第１の信号が光閾値を上回り、前記第２の信号が活動閾値を下回り、および活動休
止期間の回数が目標回数を下回る場合、第１の警告が起動され；および
　活動休止期間の回数が目標回数を上回る場合、第２の警告が起動されることを特徴とす
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る、システム。
【請求項６】
　請求項１乃至５の何れか１項に記載のシステムにおいて、さらに、前記組織部位に隣接
して位置決めされるように構成された組織インターフェースを含むことを特徴とする、シ
ステム。
【請求項７】
　請求項６に記載のシステムにおいて、さらに、密閉空間を形成するために、前記組織イ
ンターフェースの上側を覆って位置決めされるように構成されたシール部材を含むことを
特徴とする、システム。
【請求項８】
　請求項６に記載のシステムにおいて、さらに、前記組織インターフェースに流体的に結
合されるように構成された前記陰圧源を含み、および前記コントローラは、前記組織イン
ターフェースに治療圧を送給するように前記陰圧源を動作させるように構成されているこ
とを特徴とする、システム。
【請求項９】
　請求項８に記載のシステムにおいて、前記コントローラが、さらに、前記第１の信号お
よび前記第２の信号に基づいて動作パラメータを修正するように構成されていることを特
徴とする、システム。
【請求項１０】
　請求項８に記載のシステムにおいて、前記コントローラが、さらに、前記第１の信号が
光閾値を下回りおよび前記第２の信号が活動閾値を下回る場合、前記動作パラメータを減
少させるように構成されていることを特徴とする、システム。
【請求項１１】
　請求項９または１０に記載のシステムにおいて、前記動作パラメータが前記治療圧であ
ることを特徴とする、システム。
【請求項１２】
　請求項９または１０に記載のシステムにおいて、前記動作パラメータが光強度または音
の強度であることを特徴とする、システム。
【請求項１３】
　請求項１に記載のシステムにおいて、前記コントローラが、さらに、歩行療法を受け、
かつ前記第１の信号および前記第２の信号に基づいて、ユーザが前記歩行療法に従ってい
るかどうかを決定するように構成されていることを特徴とする、システム。
【請求項１４】
　請求項１に記載のシステムにおいて、前記光センサーがフォトセンサーであることを特
徴とする、システム。
【請求項１５】
　請求項１に記載のシステムにおいて、前記光センサーがカメラであることを特徴とする
、システム。
【請求項１６】
　請求項１に記載のシステムにおいて、前記運動センサーが加速度計であることを特徴と
する、システム。
【請求項１７】
　請求項１に記載のシステムにおいて、前記療法機器が、活動モードおよび睡眠モードを
含むことを特徴とする、システム。
【請求項１８】
　請求項１７に記載のシステムにおいて、前記療法機器が、さらに、前記活動モードまた
は前記睡眠モードの選択を受信するように構成されたユーザインターフェースを含むこと
を特徴とする、システム。
【請求項１９】
　請求項１８に記載のシステムにおいて、前記コントローラが、前記第１の信号および前
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記第２の信号に応じて、前記活動モードおよび前記睡眠モードを選択するように構成され
ていることを特徴とする、システム。
【請求項２０】
　陰圧療法を提供するためのシステムにおいて、前記システムは：
　組織部位に隣接して位置決めされるように構成された組織インターフェースと；
　密閉空間を形成するために、前記組織インターフェースの上側を覆って位置決めされる
ように構成されたシール部材と；
　前記密閉空間に流体的に結合されるように構成された陰圧源と；
　光センサーと；
　運動センサーと；
　前記陰圧源、前記光センサー、および前記運動センサーに通信式に結合されたコントロ
ーラであって：
　　前記光センサーからの信号および前記運動センサーからの信号を受信し、
　　前記陰圧源を作動させ、および
　　前記光センサーからの前記信号および前記運動センサーからの前記信号に応じて、前
記陰圧源の動作パラメータを修正する
ように構成されたコントローラと
を含むことを特徴とする、システム。
【請求項２１】
　請求項２０に記載のシステムにおいて、前記動作パラメータが前記陰圧源の治療圧であ
ることを特徴とする、システム。
【請求項２２】
　請求項２０に記載のシステムにおいて、前記動作パラメータが、前記陰圧源の治療圧、
光強度、または音の強度であることを特徴とする、システム。
【請求項２３】
　請求項２０乃至２２の何れか１項に記載のシステムにおいて、前記光センサーがフォト
センサーであることを特徴とする、システム。
【請求項２４】
　請求項２０乃至２２の何れか１項に記載のシステムにおいて、前記光センサーがカメラ
であることを特徴とする、システム。
【請求項２５】
　請求項２０乃至２２の何れか１項に記載のシステムにおいて、前記運動センサーが加速
度計であることを特徴とする、システム。
【請求項２６】
　請求項２０乃至２２の何れか１項に記載のシステムにおいて、前記光センサーからの前
記信号が光閾値を下回りかつ前記運動センサーからの前記信号が活動閾値を下回る場合、
前記コントローラが、治療圧を睡眠治療圧に調整するように構成されていることを特徴と
する、システム。
【請求項２７】
　請求項２０乃至２２の何れか１項に記載のシステムにおいて、前記光センサーからの前
記信号が光閾値を下回りかつ前記運動センサーからの前記信号が活動閾値を下回る場合、
前記コントローラが、前記システムの光強度を睡眠強度に調整するように構成されている
ことを特徴とする、システム。
【請求項２８】
　請求項２０乃至２２の何れか１項に記載のシステムにおいて、前記光センサーからの前
記信号が光閾値を下回りかつ前記運動センサーからの前記信号が活動閾値を下回る場合、
前記コントローラが、前記システムの音量を睡眠システム音量に調整するように構成され
ていることを特徴とする、システム。
【請求項２９】
　請求項２０乃至２２の何れか１項に記載のシステムにおいて、前記光センサーからの前



(4) JP 2018-533436 A5 2019.12.5

記信号が光閾値を下回りおよび前記運動センサーからの前記信号が活動閾値を下回る場合
、前記コントローラが、さらに：
　前記システムの治療圧を睡眠治療圧に調整し；
　前記システムの光強度を睡眠閾値強度に調整し；および
　前記システムの音量を睡眠システム音量に調整する
ように構成されていることを特徴とする、システム。
【請求項３０】
　請求項２６または２９に記載のシステムにおいて、前記治療圧が約１２５ｍｍ　Ｈｇで
あり、および前記睡眠治療圧が約７５ｍｍ　Ｈｇであることを特徴とする、システム。
【請求項３１】
　請求項２７または２９に記載のシステムにおいて、前記睡眠閾値強度が前記光強度の約
２分の１であることを特徴とする、システム。
【請求項３２】
　請求項２８または２９に記載のシステムにおいて、前記システムの前記睡眠システム音
量が前記音量の約２分の１であることを特徴とする、システム。
【請求項３３】
　請求項２６に記載のシステムにおいて、前記コントローラが、さらに、前記光センサー
からの前記信号が前記光閾値を上回るかまたは前記運動センサーからの前記信号が前記活
動閾値を上回る場合、ユーザに、処方された回数の治療期間、歩行療法を行うようにプロ
ンプトで指示するように構成されていることを特徴とする、システム。
【請求項３４】
　請求項２６に記載のシステムにおいて、前記光センサーからの前記信号が前記光閾値を
上回りかつ前記運動センサーからの前記信号が前記活動閾値を上回る場合、前記コントロ
ーラが、さらに、ユーザに、処方された回数の治療期間、歩行療法を行うようにプロンプ
トで指示するように構成されていることを特徴とする、システム。
【請求項３５】
　患者の治療活動を管理するための装置において、前記装置は：
　周辺光を示す光信号を提供するように構成された光センサーと；
　前記患者の活動を示す活動信号を提供するように構成された活動センサーと；
　前記光センサーおよび前記運動センサーに結合されたコントローラであって、
　　前記光信号を光閾値と比較し、
　　前記活動信号を活動閾値と比較し、
　　前記活動信号に基づいて活動休止期間の回数を決定し、
　　前記光信号が前記光閾値を上回り、前記活動信号が前記活動閾値を下回り、および活
動休止期間の回数が目標回数を下回る場合、前記患者に、活動を増やすようにプロンプト
で指示する
ように構成されたコントローラと
を含むことを特徴とする、装置。
【請求項３６】
　請求項３５に記載の装置において、前記コントローラが、さらに、前記光信号および前
記活動信号に基づいて動作パラメータを修正するように構成されていることを特徴とする
、装置。
【請求項３７】
　請求項３５に記載の装置において、前記光信号が前記光閾値を下回るかまたは前記活動
信号が前記活動閾値を下回る場合、前記コントローラが、さらに、動作パラメータを修正
するように構成されていることを特徴とする、装置。
【請求項３８】
　請求項３５に記載の装置において、前記光信号が前記光閾値を下回りおよび前記活動信
号が前記活動閾値を下回る場合、前記コントローラが、さらに、動作パラメータを修正す
るように構成されていることを特徴とする、装置。
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【請求項３９】
　陰圧療法を提供する装置において、前記装置が：
　陰圧源と；
　周辺光を示す光信号を提供するように構成された光センサーと；
　前記患者の活動を示す活動信号を提供するように構成された活動センサーと；
　前記陰圧源、前記光センサー、および前記運動センサーに結合されたコントローラであ
って、
　　前記光信号を光閾値と比較し、
　　前記活動信号を活動閾値と比較し、および
　　前記光信号が前記光閾値を下回りおよび前記活動信号が前記活動閾値を下回る場合、
動作パラメータを修正する
ように構成されているコントローラと
を含むことを特徴とする、装置。
【請求項４０】
　請求項３９に記載の装置において、前記動作パラメータがアラーム閾値であることを特
徴とする、装置。
【請求項４１】
　請求項３９に記載の装置において、前記動作パラメータが前記陰圧源の治療圧であるこ
とを特徴とする、装置。
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